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ゆいか

ちゃん
いと うた

ちゃん

しょうあ

ちゃん

ゆ い と

ちゃん 安藤 紬、安藤 奏赤嶺 結香糸数 昌空下地 由衣心
令和２年 5月生〈銘苅在住〉

はな

ちゃん島袋 英
令和２年７月生〈古波蔵在住〉

ゆ い ま

ちゃん比嘉 柚今
令和２年 10月生〈首里石嶺町在住〉

令和２年 1月生〈首里久場川町在住〉令和２年 5月生〈牧志在住〉令和２年 1月生〈繁多川在住〉

え ま

ちゃん

つむぎ

ちゃん

あきと

ちゃん 巻口 瑛茉本村 紬嘉陽 亮斗
令和元年 11月生〈上之屋在住〉令和２年 2月生〈真嘉比在住〉令和元年 11月生〈古波蔵在住〉

好評につき、数か月先の掲載分
まで応募をいただいています。
そのため受付は一時休止してい
ます。ご了承ください。
秘書広報課 ☎ 862-9942
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　（今
日
は 
私
が 

お
も
て
な
し 

い
た
し
ま
す
）

ぷち

那
覇
市
文
化
協
会
　☎
８
６
１
・
１
９
０
９

問

博物館TOPICS

料亭で使われた漆器
朱漆沈金魚型盛器
(しゅうるしちんきんさかながたもりき )

琉球古典焼

　１
９
２
１
年
（
大
正
10
）
５
月
20
日
、
沖
縄
県

で
初
め
て
市
制
が
施
行
さ
れ
、
那
覇
市
は
今
年
で

市
制
施
行
１
０
０
周
年
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
記

念
し
て
、
市
内
牧
志
で
骨
董
店
を
営
む
翁
長
良
明

氏
か
ら
琉
球
王
国
時
代
の
１
点
を
含
む
近
現
代
の

漆
器
60
種
１
０
０
点
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
皿
、
鉢
、
重
箱
な
ど
今
で
も
す
ぐ
に
使
え
る
漆

器
の
数
々
で
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
市
内
若
狭

で
営
業
し
て
い
た
戦
後
沖
縄
を
代
表
し
た
漆
器
製

作
業
者｢

紅
房｣

の
品
で
す
。
な
か
で
も
、
料
亭
で

使
わ
れ
た
朱
漆
沈
金
で
表
現
さ
れ
た
鯛
の
盛
り
皿

は
、
ま
さ
に
１
０
０
年
の
め
で
た
さ
を
演
出
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

　寄
贈
い
た
だ
い
た
漆
器
１
０
０
点
の
一
部
は
、

開
催
中
の
企
画
展
「
那
覇
の
誕
生
祭
」
で
展
示
し

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

那
覇
市
市
制
施
行
１
０
０
周
年
記
念

那
覇
市
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

常
設
展
示
の
作
品
の
入
れ
替
え
と

臨
時
休
館
に
つ
い
て

牡
丹
文
様
の
紅
型
衣
装

　来
年
２
月
ま
で
、
学
芸
員
が
毎
月
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
常
設
展
示
の
解
説
を
い
た
し
ま
す
。

　６
月
は
「
琉
球
古
典
焼
と
黒
田
家
〜
大
正
時

代
に
生
ま
れ
た
新
商
品
〜
」
と
題
し
、
そ
れ
ま

で
に
な
か
っ
た
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
文
様
の
壺
屋

焼
「
琉
球
古
典
焼
」
の

歴
史
や
魅
力
、
ま
た
、

そ
れ
を
主
導
し
た
奈
良

の
商
人
・
黒
田
家
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　当
館
で
は
毎
年
１
月
と
６
月
頃
に
常
設
展
示

の
作
品
を
入
れ
替
え
て
お
り
、
以
前
ご
来
館
さ

れ
た
方
も
約
半
年
ご
と
に
新
し
い
展
示
内
容
を

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　今
年
も
６
月
７
日
（
月
）か
ら
14
日
（
月
）

ま
で
臨
時
休
館
し
、
新
た
な
作
品
を
展
示
い
た

し
ま
す
。

　当
館
の
常
設
展
示
で
は
土
器
の
時
代
か
ら
現

代
の
焼
物
ま
で
、
沖
縄
の
焼
物
の
歴
史
や
文
化

を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
当
館
を
ご
観
覧
い
た

だ
い
た
後
は
、
昔
な
が
ら
の
町
並
み
が
残
る
壺

屋
地
域
を
散
策
し
な
が
ら
、
や
ち
む
ん
通
り
で

古
陶
や
過
去
の
名
工
の
焼
物
か
ら
、
最
新
の
壺

屋
焼
や
陶
芸
作
家
の
作
品
ま
で
、
お
気
に
入
り

の
器
を
探
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

学
芸
員
と
展
示
を
見
よ
う

　〜
常
設
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
〜

那
覇
市
制
１
０
０
周
年
記
念
企
画
展

｢

那
覇
の
誕
生
祭｣

展
示

７
月
18
日（
日
）ま
で

那
覇
市
歴
史
博
物
館（
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
４
階
）

開
館
時
間▶
10
時
〜
19
時

休
館
日▶

木
曜 

観
覧
料▶

一
般
３
５
０
円（
大
学
生
以
下
無
料
）

☎
８
６
９
・
５
２
６
６
　FAX
８
６
９
・
５
２
６
７

壺
屋
焼
物
博
物
館（
那
覇
市
壺
屋
１
丁
目
９
番
32
号
）

開
館
時
間▶

10
時
〜
18
時（
入
館
は
17
時
半
ま
で
）

休
館
日▶

月
曜※

た
だ
し
、月
曜
休
日
の
場
合
は
開
館

常
設
展
示
観
覧
料▶

一
般
３
５
０
円（
大
学
生
以
下
無
料
）

※

各
種
割
引
も
あ
り
ま
す
　▶

専
用
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、お
近
く
の
民
間
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い（
有
料
）

☎
８
６
２
・
３
７
６
１
　FAX
８
６
２
・
３
７
６
２

期黒
漆
と
螺
鈿
の
漆
器

６
月
30
日（
水
）ま
で

期 国
宝
尚
家
資
料
６
月
の
特
別
展
示

６
月
４
日（
金
）〜
６
月
30
日（
水
）

期

６
月
20
日（
日
） 

午
前
10
時
開
始 ※

１
時
間
程
度

常
設
展
観
覧
料
が
必
要
で
す（
大
学
生
以
下
無
料
）

不
要
・
１
階
受
付
前
に
お
越
し
く
だ
さ
い

期
６
月
７
日（
月
）  〜 

14
日（
月
）  ※

臨
時
休
館

期費申

那
覇
市
歴
史
博
物
館

壺
屋
焼
物
博
物
館

王国時代の漆器
黒漆螺鈿鍾馗文軸盆

（くろうるしらでんしょうきもんじくぼん）

よ
し
あ
き

べ
ん 

ぼ
う

「広報なは市民の友」への広告を募集中。問い合わせ先  （株）ホープ ☎092-716-1401


